














「子

男女共同参加を
めざして

市など主催の「婦人問題市民のつどいJ

が 2月20日、文化会館ホールで聞かれま

した。まず、コーラスグループの合喝(写

真上)に続いて、フリージャーナリストの

有馬真喜子さんが約 350人の参加者に「共

に生きる社会」と題して講演(写真下)を

しましfこ。

上田地域テレトピア構想、の実現を目指す

情報センター「テレコム・ユーJ(秋和)で
は2月17日、ホストコンビューターの始重力

式を行いました。同社では 4月から、この

コンビューターで異業種共同P0 S (販売

時点情報管理)システムの実験を始め、来

春から本格的に実用化する予定です。
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ホス卜電算機を導入

上
田
保
健
所

健
康
場
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
ま
す
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⑬ 転入者に聞く

岩田恵子さん
(28歳・長島)

2月19日、市教育委員会と上小広域消

防本部による消火訓練が上田城で行われ

ました。 i西やぐらで火災が発生/Jと
いう想定のもと、まず市立博物館の職員

が西やぐらから貴重品を持ち出しました。

その後、放水銃による放水、と同時に消

防本部からも消防車がかけつけ、消火に

あたりました。

消火訓練きびきびと

じ

第

三

十

五

回

県

統

計

グ

ラ

フ

コ

ン

一

A
ノ

ク

l
ル
の
小
学
校
第
一
部
で
、

川
辺

、
，
，
、
‘
.

¥
ノ
ト
賞
小
三
年
・
田
中
淳
く
ん
の
「
ヘ
チ
マ

(

中

銅

の

ぴ

た

よ

」

が

銅

賞

に

入

賞

し

ま

し

J

固

た

。

子
、

弘
町
、持，

「
つ
く
し
の
会
」
は
、
視
力
に
障
.

m
wの
あ
る
か
た
な
ど
の
た
め
に
本
を

持
朗
読
し
、
そ
れ
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

M

に
録
音
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
ボ
ラ

終

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

弛町
、為

市
立
図
書
館
で
は
、
テ

l
プ
吹
き

一、
込
み
な
ど
講
師
の
指
導
に
よ
り
朗
読

併

の
基
礎
か
ら
勉
ぶ
勉
強
会
を
、
四
月

川

か
ら
九
月
ま
で
の
第
二
土
曜
日
に
開

予

き
ま
す
。
こ
の
勉
強
会
に
参
加
し
た

日

後
、
つ
く
し
の
会
に
加
入
し
て
活
動

付

し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
次
に
よ
り

す
募
集
し
ま
す
。

持

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
休
日

F

マ
募
集
期
限

三
月
三
十
日
附
ま

に
は
家
族
全
員
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出

子

で
マ
募
集
人
員

二
十

人

マ

研

掛

か
け
ま
す
。
今
は
ス
キ

l
シ
l
ズ

ヂ

修
期
間
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第

ン
で
す
の
で
、
菅
平
な
ど
へ
行
き

泌

二
土
曜
日
午
後

一
時
1
二
時
三
十
分

私

ま
す
が
、
主
人
は
ス
キ

l
、
子
ど

が

マ
申
し
込
み
市
立
図
書
館
(
宮
⑫

も
た
ち
は
ソ
リ
と
、
み
ん
な
夢
中

川

0
8
8
0
)

に
な
っ
て
滑
っ
て
い
ま
す
。

秘

経
済
講
演
会

|
|
市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
o

M

ど
う
な
る

家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
施
設
が

泌

こ
れ
か
ら
の
経
済

bF
 

ち
ょ
っ
と
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま

が

マ
と
き

三
月
十
五
日

ω午
後
二

す
。
現
在
、
市
民
の
森
公
園
の
ス
ケ

然

時
か
ら
四
時
マ
と
こ
ろ
上
田
商

集

l
ト
場
や
自
然
運
動
公
園
の
プ
ー

バ

工
会
議
所
五
階
ホ

l
ル

マ

テ

I
マ

ル
な
ど
、
あ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

納

ど
う
な
る
こ
れ
か
ら
の
経
済
マ
講

大
き
な
遊
園
地
と
か
温
水
プ

l
ル

拠

師
評
論
家
・
入
江
徳
郎
さ
ん
マ

と
い
っ
た
よ
う
な
施
設
も
ほ
し
い

制

申
込
先
三
月
十
日
同
ま
で
に
商
工

で
す
ね
。

然

会
議
所
(
宮
(
⑫
4
5
0
0
)

へ

温
水
プ
l
ル
が
あ
っ
た
ら
:
・

岩
田
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
転
勤
で

昨
年
二
月
、
千
葉
県
松
戸
市
か
ら
上

田
市
へ
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

ご
主
人
と
子
ど
も
さ
ん
二
人
の
四
人

で
す
。

}
|
|
上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

四
方
を
山
で
固
ま
れ
て
お
り
、
や

は
り
信
州
は
山
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。

わ
が
家
か
ら
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
を
初

め
て
見
た
と
き
は
、
と
て
も
美
し
く

て
感
動
し
ま
し
た
。

市
街
地
は
、
大
型
庖
が
何
底
か
あ

る
な
ど
、
近
代
化
が
進
ん
で
き
て
い

ま
す
が
、
上
田
駅
と
駅
前
周
辺
は
、

十
一
万
都
市
と
し
て
は
や
や
見
劣
り

す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

|
|
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

春
に
は
り
ん
ご
の
花
が
咲
い
た
り
、

秋
に
は
ト
ン
ボ
が
飛
ん
だ
り
と
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
成
長
期

の
子
ど
も
の
た
め
に
は
と
て
も
よ
い

所
だ
と
思
い
ま
す
。

長
野
県
は
観
光
地
が
多
い
の
で
、

こ
ち
ら
へ
来
る
前
か
ら
楽
し
み
に
し

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

朗
読
奉
仕
者
を
募
集
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市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0
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北
陸
新
幹
線

最
優
先
着
工
に

皆
さ
ん
の
署
名
を

市
で
は
、
地
域
の
発
展
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
高
速
道
・
新
幹
線

の
早
期
建
設
に
つ
い
て
、
市
民
各
層

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
強
力
に
建
設
促
進
の
運
動
を
進

め
て
き
一
ま
し
た
。

す
で
に
高
速
道
は
り
ふ
て
は
、
去

る
二
月
に
「
路
線
発
表
」
が
な
さ
れ
、

建
設
の
っ
ち
音
が
聞
か
れ
る
の
も
間

近
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

八
月
ま
で
に
結
論

高
速
道
路
と
並
ぴ
高
速
交
通
網
の

も
う
一
方
の
柱
で
あ
る
「
北
陸
新
幹

線
」
の
建
設
は
、
昨
年
一
月
の
閣
議

で
「
整
備
新
幹
線
の
建
設
凍
結
」
が

解
除
さ
れ
、
基
本
的
に
は
建
設
に
ゴ

!
サ
イ
ン
が
出
て
順
次
建
設
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
六
十
二
年
度
に
お
い
て

も
着
工
は
見
送
ら
れ
、
六
十
三
年
度

政
府
予
算
編
成
で
は
従
来
か
ら
の
一
「
縛

り
」
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
北
陸
・
東
北
・
九
州
(
鹿
児
島
ル

ー
ト
)
の
三
線
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

建
設
に
着
手
す
る
方
針
一
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
「
着
工
優
先

順
住
専
門
検
討
委
員
会
」
や
「
財
源
問

題
等
専
門
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

今
年
-
八
月
ま
で
に
結
論
を
得
る
こ
と

と
き
れ
ま
し
た
。

優
先
着
工
の

署
名
に
ご
協
力
を

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
上
田
市

に
も
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
産
・

学
共
栄
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

上
田
駅
前
再
開
発
の
面
か
ら
も
早
期

建
設
は
大
変
望
ま
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
他
線
よ
り
も
最
優
先
で
着
工

さ
せ
る
こ
と
が
上
田
市
に
と
っ
て
重

要
な
問
題
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

二
月

に
は
北
陸
新
幹
線
沿
線
の
八
市
四
十

し

六
町
村
か
ら
な
る

「
北
陸
新
幹
線
長

野
県
沿
線
市
町
村
連
絡
協
議
会
」
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で

は
、
政
府
・
自
民
党
や
関
係
機
関
に

、最
優
先
着
工
を
要
請
す
る
た
め
、
沿

線
の
皆
さ
ん
の
署
名
(
全
有
権
者
の

八

O
%
を
目
標
)
を
三
月
二
十
日
ま

で
に
集
約
し
、
強
力
に
運
動
を
推
進

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
署
名
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

単
位
で
お
願
い
し
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内

線
1
5
5
3
)

‘
，
〈
八
区

'S戸阿
国

F

ー
〉
組
8

1

u

a
'
h
-
F
K帯
民
泊
濯

市
の
体
育
施
設

使
用
申
し
込
み

3
月
刊
白
か
ら
開
始

市
の
体
育
施
設
(
市
民
の
森
公
園
、

別
所
公
園
、
何
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

含
む
)
は
、
年
間
を
通
し
て
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
昭
和
六

十
三
年
度
の
体
育
施
設
の
申
込
受
付

を
次
に
よ
り
開
始
し
ま
す
。

マ

期

日

三
月
十
五
日

ω午
前
九

時
か
ら
受
付
(
先
着
順
)

マ
場
所
教
育
委
員
会
体
育
課
(
内
川

線

1
7
5
3
)

た
だ
し
、
次
の
施
設
は
申
し
込
み
〉

制
限
が
あ
り
ま
す
。

①
市
・
県
営
球
場
:
・
四

1
六
月
ま
で
…
マ
目
的
高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖

の
三
か
月
分
を
受
け
付
け
ま
す
。
一
尿
病
な
ど
の
成
人
病
の
予
防
と
早
期

七
月
以
降
は
、

二
か
月
前
か
ら
申
川
発
見
の
た
め
マ
対
象
者
四
十
歳

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
〉
以
上
の
人
マ
受
診
場
所
市
内
の

営
球
場
ナ
イ
タ
ー
使
用
は
、

一
チ
一
全
病
・
医
院
(
診
療
時
間
内
)
マ
受

l
ム

月

三

固

ま

で

で

す

。

…

診

方

法

次

の

方

法

の

う

ち

、

い

ず

②
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
:
・
一
か
月
前
…
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
①

一
般

か
ら
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
川
診
査
を
受
け
(
検
査
費
用
無
料
)
、
医

た
だ
し
、
大
会
な
ど
で
使
川
す
る
い
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
精
密
診

場
合
は
、
前
も
っ
て
申
し
込
み
が
川
査
を
受
診
(
費
用
千
円
)
②

一
般
診

で

き

ま

す

。

~

査

と

精

密

診

査

を

同

時

に

受

診

(

費

.第6
回

一
一
用
千
円
)

-
寝
だ
き
り
老
人
を

一一

・
子
宮
〈
駅
ガ
ん
検
彰

.
か
か
え
る
家
族
の
会

一

.
ーい川けい
μυ
は
川
川
同
け
」
川
マ
対
象
者

三
十
歳
以
上
の
女
性

マ
と
き

三
月
十
日
同
午
後
二
時
一
マ
検
診
場
所
市
内
の
産
婦
人
科
医

か
ら
四
時
マ
と
こ
ろ
市
保
健
セ
…
院
(
診
療
時
間
内
)
マ
受
診
料
千

ン
タ

l

(
市
役
所
南
庁
舎
二
階
)
マ
…
円

内
容
講
演
「
お
年
寄
り
の
尿
失
禁
…

I

l

l

-

と
お
む
つ
に
つ
い
て
」
(
信
州
大
学
医
川
〈
受
診
料
無
料
の
人
〉

学
部
泌
尿
器
科
福
井
準
之
助
医
師
)
、
い
①
七
十
歳
以
上
の
人
②
生
活
保

話
し
合
い
マ
そ
の
他
当
日
介
護
川
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

を
代
わ
っ
て
く
だ
さ
る
人
が
い
な
い
一
は
、
無
料
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の

場
合
、
こ
ち
ら
か
ら
介
護
者
が
伺
い
一
で
、
受
診
前
に
保
健
予
防
課
へ
連
絡

ま
す
。

三
月
七
日
刊
ま
で
に
ご
連
絡
…
し
て
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ
保
健
川
・
問
い
合
わ
せ

予
防
課
(
内
線

1
3
7
6
)

川
線

1
3
7
4
)
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健
康
診
断
・
子
宮
が
ん
検
診

年
一
回
は
受
診
を

-
一
般
健
康
惨
査保

健
予
防
課
(
内



上
回
の
工
業
展

出
自
企
業
を
募
集

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

お
り
「
躍
進
す
る
上
田
の
工
業
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
受
注
拡
大
、
人
材

確
保
な
ど
企
業
の
発
展
一に
は
か
つ
こ

う
の
一
催
し
で
す
の
で
、
多
く
の
優
れ

た
工
業
製
品
を
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

実
演
や
即
売
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
ご
応

募
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き
四
月
二
十
二
日
働
か
ら

同
二
十
四
日
目
ま
で
(
三
日
間
)
マ

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
(
上
回
公
園

内
)
マ
出
品
者
資
格
趣
旨
に
賛
同

す
る
庄
舗
・
事
務
所
お
よ
ぴ
工
場
を

も
っ
企
業
な
ら
び
に
そ
の
団
体
マ

出
品
物
上
田
市
内
な
ら
び
に
近
隣

町
村
で
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品
マ

出
品
申
し
込
み
三
月
十
日
嗣
ま
で

上
信
越
道
「(
関
越
道
上
越
線
〉

佐
久
l

更
埴
関
の

ル
!
ト
が
発
表

待
望
の
上
信
越
道
の
佐
久
・
更
埴

聞
の
ル

l
ト
発
表
が
、
去
る
二
丹
二

十
五
日
に
行
わ
れ
ま
ピ
た
冴。

今
後
は
、
日
本
道
路
公
団
に
よ
り

事
業
の
概
要
が
沿
線
各
地
区
の
皆
さ

。
に
上
田
商
工
会
議
所
業
務
課

「
工
業

展
事
務
局
」
(
岱
⑫
4
5
0
0
)

へ
0

・
問
い
合
わ
せ
商
工
課
(
内
線
1

4
0
5
)
 

発
掘
調
査
補
助
員

養
成
講
座
を
開
講

上
田
市
で
行
わ
れ
る
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
参
加
し
た
い
、
土
器
な
ど
の

遺
物
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
て

い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

マ
と
き
四
月
i
五
月
マ
と
こ

ろ
国
分
寺
資
料
館
お
よ
び
発
掘
現

場
マ
内
容
遺
跡
・
遺
物
の
測
量
、

実
測
方
法
や
発
掘
調
査
の
方
法
な
ど

マ
対
象
者
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
興

味
が
あ
り
、
一
定
期
開
発
掘
作
業
に

従
事
で
き
る
人
マ
参
加
費
テ
キ

ス
ト
代
千
三
百
円
マ
申
し
込
み

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
内
線
1

7
2
2
)
 

ん
に
説
明
さ
れ
、
建
設
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
期
開
通
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
(
詳
細
は
三
月

十
六
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
}
-
間
い
倉
わ
せ

線

1
5
5
3
)

交
通
対
策
課
(
内

し
ま
す
。
マ
期
間
四
月
か
ら
九
月
マ
申
ハ

し
込
み

三
月
十
四
日
何
か
ら
同
二

い

十
五
日
働
ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ

l
一

ム
(
宮
⑫
7
1
1
7
)

へ
。
受
付
時
一
転
入
・
転
出
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

聞
は
、
午
後

一
時
か
ら
九
時
ま
で
。
一
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
早
め
に
水
道

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)
川
局
業
務
課
(
市
役
所
南
庁
舎

一
階
)

い
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

川
*
転
入
し
た
ら

再
開
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
目
の
つ
く
所
に
「
使
用
中
止
中
」
の

~
荷
札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ

い
っ
て
お
客
様
番
号
を
確
か
め
て
か
ら

〈
お
届
け
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け

川
付
け
ま
す
。

川
*
転
出
す
る
前
に

一
時
休
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

一
い
。
届
け
出
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
水

…
道
料
金
を
現
地
で
精
算
し
ま
す
。
電

い
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〈
-
問
い
合
わ
せ
水
道
局
業
務
課
(
内

〉
線
1
8
5
6
)

訂
正
お
わ
び

「広
報
う
え
だ
」
二
月
十
六
日
号

〈
の
十
ペ
ー
ジ
、

「市
役
所
の
内
線
電
話

〉
番
号

一
覧
表
」
中
、
社
会
部
の
福
祉

川
係
(
福
祉
課
)
に
船

M

9

4

2

3

~
の
直
通
電
話
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

…
は
聴
覚
障
害
者
用
の
ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス

…
電
話
で
す
の
で
、

一
般
の
電
話
か
ら

い
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
内
に
お
住
ま
い
か
、
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
開
講

勤労青少年ホーム教養講座

曜日 講座名 内 n合モ・ 定員 費 用

料理教室 家庭料理 6か月 24人 受講料1000円(月)・材料費1，000円(月)
月

茶道教室 裏千家 6か月 12人 " 4，000円(半年)・ " 500円(月)

料理教室 家庭料理 6か月 24人 受講料1，000円(月)・材料費1，000円(月)

茶道教室 江戸千家 6か月 12人 " 4，000円(半年)・ " 500円(月)
火
和裁教室 6か月 10人 " 4，000円(半年)

生け花教室 古流宗顕流 6か月 15人 " 4，000円(半年)・花代750円程度

料理教室 家庭料理 6か月 24人 " 1，000円(月)・材料費1，000円(月)
水

生け花教室 草月流 6か月 12人 " 4，000円(半年)・花代750円程度

木 生け花教室 草月流 6か月 20人 " 4，000円(半年). " 750円程度

生け花教室 池ノ坊 6か月 20人 " 4，000同(半年). "750円程度
金
子編教室 6か月 15人 " 1， 500円(月)

異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

水
道
の
届
け
も

お
忘
れ
な
く

※時間は、料理教室が午後6時から 8時まで。その他は午後6時30分から 8時30分まで。，

[11 ]広報うえだ 63.3.1



真
田
武
者
行
列
の

参
加
者
を
募
集

第
七
回
「
上
田
真
固
ま
つ
り
」
は
、

四
月
十
六
日
出
・
十
七
日
同
に
行
わ

れ
ま
す
。
ま
つ
り
の
メ

l
ン、

真
田

武
者
行
列
は
十
七
日
。
そ
の
参
加
者

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
今
年
は
、

武
田
信
玄
ブ

l
ム
に
あ
や
か
り
武
田

隊
も
登
場
す
る
予
定
で
す
。

-
真
田
武
者
行
列

マ
日
時
四
月
十
七
日
側
、
午
前

九
時
集
合

l
M十
一
時
出
陣
式

1
午

後
零
時
三
十
分
出
発

1
同
三
時
終
了

マ
コ
l
ス
上
回
城
|
大
手
町
|
原

(
一
月
届
け
出
分

ご
め
い
一簡
を
お
祈
り
し
ま
す
。

芦

田

正

さ

ん

大

久

保

六

二

永

井

町

さ

ん

緑

が

丘

北

六

O

久
保
同
亀
七
郎
さ
ん
下
室
賀

七
七

小

林

卯

古

さ

ん

染

屋

八
四

太
川
よ
し
子
さ
ん
下
青
木

六

五

麻

野

井

良

子

さ

ん

院

内

七

九

中

林

徳

治

郎

さ

ん

北

常

田

七

九

町
l
海
野
町
|
松
尾
町
|
上
田
駅
|

上
田
城

マ
規
模
武
者
行
列
百
八

十
人
(
九
隊
)
、
民
踊
流
し
三
百
人
、

音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
五
十
人
な
ど

-
募
集
の
内
容

①
募
集
す
る
の
は
次
の
武
者
隊
百

人
で
す
。

真
田
幸
村
隊
十
三
人
(
大

将
の
み
騎
馬
)
、

真
田
昌
幸
隊
十
三

人
(
同
)
、

真
田
幸
隆
隊
十
六
人
(
同
)
、

板
垣
信
方
隊
十
四
人
(
同
)
、
武
田
信

玄
隊
十

一
人
(
同
)
、

真
田
大
助
隊
二

十

人

(
子
ど
も
歩
行
隊
)
、

真
田
十
勇

士
隊
十
三
人
(
歩
行
隊
)
②

一
隊
は

原
則
と
し
て
事
業
所
、
グ
ル

ー
プ
な

ど
(
十
勇
士
隊
は
個
人
参
加
も
可
能
)

③
参
加
負
担
金
は
幸
村
隊
な
ど
の
騎

田
中
露
子
さ
ん

金
子
万
一止
さ
ん

伊
藤
健
吉
さ
ん

小
山
文
子
さ
ん

黒
岩
豊
江
さ
ん

林

芳

夫

さ

ん

山
崎
安
治
さ
ん

石
作
け
さ
よ
さ
ん

宮
沢
ま
つ

子
さ
ん

清
水
丈
平
さ
ん

羽
藤
た
け
さ
ん

田
中
う
め
よ
さ
ん

金
井
正
喜
さ
ん

石
井
竹
代
さ
ん

百
瀬
竹
生
さ
ん

矢

沢
赤

坂
笹

所

中

村

諏
訪
形

常
磐
町

三
好
町

半

過

西
前
山

小

泉

泉

平

川
辺
町

大
久
保

半

過

福

田

。

馬
隊
の
み
馬
借
上
料
五
万
円
、
真
田

十
勇
士
隊
は

一
人
三
千
円
を
負
担

-
申
込
方
法

参
加
申
込
書

(
観
光
課
に
あ
り
ま

す
)
に
記
入
の
う
え
、

三
月
二
十
六

日
出
ま
で
に

「
=
1
3
8
6

市
内
大

手

一

十

一

十

六

上

田

市

役

所

観
光
課
内
上
田
真
田
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
(
内
線

1
4
2
2
)
」

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

八七五七七七七七九 三 七七七七六
六八五五九 三 二 八 O 九五 O 九四 三

甲

田

辰

男

さ

ん

諏

訪

形

平
林
寛
ノ
介
さ
ん
大
久
保

飯

島

み

ち

さ

ん

鷹

匠

町

内

山

定

平

さ

ん

上

塩

尻

浅

田

け

さ

み

さ

ん

踏

入

小

出

利

雄

さ

ん

仁

古

田

市

川

ち

か

さ

ん

新

町

内
久
根
八
千
代
さ
ん
仁
古
田

飯
嶋
亀
三
郎

さ

ん

常

磐

町

酒

井

す

い

さ

ん

諏

訪

形

武

石

け

い

さ

ん

中

之

条

南

波

道

隆

さ

ん

下

室

賀

小

林

巳

よ

じ

さ

ん

蛇

沢

樋
口
た
か
き
さ
ん
下
室
賀

金

井

ぎ

ん

さ

ん

岩

下

重
度
身
障
者
の

住
宅
整
備
に
補
問
制
度

六
十
三
年
度
に
お
い
て
、

一
i
二

級
の
視
覚
・
肢
体
の
障
害
者
の
た
め

に
住
宅
(
ふ
ろ
、
便
所
、
居
室
な
ど
)

の
整
備
、
改
善
を
す
る
場
合
で
、
低

所
得
世
帯
(
六
十
二
年
分
の
所
得
税

が
二
万
円
以
下
の
世
帯
)
の
方
に
は
、

工
事
費
の
四
分
の
三

(
最
高
三
十
七

万
五
千
円
)
以
内
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
四
月
十
五
日
ま
で
に
福
祉

課
(
内
線

1
6
0
3
)

へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

昨年の真田武者行列
九九九七九九九八八七八六七四四
七八四九五 三 O 七七八五 二 二 八七

室
沢
二
郎
さ
ん

浜
野
き
よ
み
さ
ん

上
原
康
子
さ
ん

小
林
ひ
さ
よ
さ
ん

田
中
千
江
子
さ
ん

平
田
勝
平
さ
ん

五
明
は
る
こ
さ
ん

清

水

武

さ

ん

北
島
も
と
い
さ
ん

A
寸
水
ス
イ
さ
ん

林

幸

雄

さ

ん

尾
崎
徳
茂
さ
ん

宮
島
博
成
さ
ん

奥
口
と
し
さ
ん

田
中
ふ
じ
さ
ん

。
仁
古
田

上
常
田

中
常
国

金
剛
寺

院

内

長

島
横

町

仁
古
田

千
曲
町

下
房
山

五

加

上
青
木

上
川
原
柳
町

西
野
竹

下
紺
屋
町

産直デー・3月15日伏)
1枚 210伺

130円

120，円

50円
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1尾

Z枚:

100g 

市内産宣協力庖でどうぞ。

[>i舌あさり

[>大型生聞きいか

[>特大冷凍にしん

[>開きさば

七八士八五八七七七八七八四八七
八九 二 八七七 一 四八 二 七六五九九

笹
口
由
友
さ
ん

大
洞
菊
野
さ
ん

丸

山

君

さ

ん

小
松
正
三
さ
ん

田

中

豊

さ

ん

山
岸
幸
作
さ
ん

樋
口
コ
マ
さ
ん

前
山
義
忠
さ
ん

小

山

勝

さ

ん

丹
羽
梅
枝
さ
ん

宮
島
み
や
さ
ん

小
日
向
智
男
さ
ん

近
藤
文
男
さ
ん

伊
藤
ふ
じ
い
さ
ん

朝
日
ケ
丘

L

ぺ

円
μ

平和
U

V

4

木
1

原

町

神
科
新
屋

諏
訪
形

中
之
条

下
房
山

保

野
浦

野

下

堀

岩

門

保

野
吃

尺

E
U
3

、

匂

J
3

奈
良
尾

八六八八六八七八五六七七七七
七五 O 八 0 一 九 二 六 三三 七七 一


